




Introduction of the Diary of Air-raid in Toyohashi 





























































































WSM354 071832K 071732 080032 G080930K 佐伯海軍基地
3PRM130 ［080145K］ ［080045］ ［080745］ G081545K 九州
3PRM131 ［080510K］ ［080410］ ［081140］ G181910K 九州−呉
WSM355 ［080520K］ ［080420］ ［081120］ S081920K 東京
WSM356 ［080630K］ ［080530］ ［081230］ G082030K 佐世保
313RSM6 081658K 081558 082258 T090737K 明石−玉島
４月９日
WSM357 081808K 081708 090008 G090840K 佐伯
WSM358 ［090534K］ ［090434］ ［091134］ S091934K 清水
WSM359 090615K 090515 091215 G092036K 済州島
４月10日
WSM360 091810K 091710 100010 G100819K 神戸
WSM361 100615K 100515 101215 G102025K 済州島
WSM262 100618K 100518 101218 G101950K 島田飛行場
４月11日
WSM363 102311K 102211 110511 S111225K 神戸
3PRM132 ［110045K］ ［102345］ ［110645］ S111445K 九州−広島
3PRM133 ［110300K］ ［110200］ ［110900］ G111700K 九州−関門海峡
WSM364 ［110515K］ ［110415］ ［111115］ G111915K 沼津
WSM365 ［110555K］ ［110455］ ［111155］ G111955K 大槻飛行場
４月12日
WSM366 ［112340K］ ［112240］ ［120540］ G121340K 各務ヶ原
WSM367 120604K 120504 121204 S122010K 呉海軍工廠
WSM368 ［120730K］ ［120630］ ［121330］ G122130K 玉島
WSM369 122307K 122207 120507 玉島
3PRM134 120200K 120100 120800 G121645K 名古屋−立川−東京
3PRM135 120215K 120115 120815 G121706K 九州飛行場
3PRM136 120600K 120500 121200 G130115K 東京−名古屋−立川



















































































































































































3PRM138 130158K 130058 130758 G131730K 舞鶴−新潟
3PRM139 130216K 130116 130816 G131716K 本州北部沿岸
3PRM140 130233K 130133 130833 G131740K 静岡−太田−立川−郡山
3PRM141 130230K 130130 130830 G132050K 九州−呉
3PRM142 131181K 131031 131731 G140910K 東京
４月14日
WSM370 132017K 131917 140217 G132005K 済州島
WSM371 132310K 132210 140510 G132230K 立川
WSM372 132310K 132210 140510 S140029K 神戸
WSM373 ［140815］ ［140715］ ［141415］ G142215K 佐伯海軍基地
WSM374 ［140035］ ［132335］ ［140635］ I141435K 立川陸軍航空工廠
3PRM143 ［140255］ ［140155］ ［140855］ G141655K 東京市街地
４月15日
73PSM2 141915K 141815 150115 S150845K 東京（中島飛行機工場）
WSM375 142251K 142151 150451 G151314K 豊橋
3PRM144 150223K 150123 150823 G151625K 浜松−東京
3PRM145 150407K 150307 151007 G150725K 東京
WSM376 150624K 150524 151224 G152130K 朝鮮海峡
WSM377 150600K 150500 151200 S151845K 神戸
3PRM146 151635K 151535 152235 G160705K 川崎−東京
４月16日
WSM378 152300K 152200 160500 G161312K 岩国飛行場
3PRM147 160203K 160103 160803 G162018K 九州
WSM379 ［160424K］ ［160324］ ［161024］ S161824K 名古屋
WSM380 160553K 160453 161153 G161939K 済州島
４月17日
WSM381 162302K 162202 170502 G171232K 厚狭火薬工場
WSM382 ［170206K］ ［170106］ ［170806］ G171606K 矢田部飛行場
3PRM148 170244K 170144 170844 G172258K 東京−横須賀−静岡
3PRM149 ［170208K］ ［170108］ ［170808］ G171608K 東京
3PRM150 ［170240K］ ［170140］ ［170840］ G171640K 東京
４月18日
WSM383 ［170500K］ ［170400］ ［180500］ G171900K 済州島
3PRM151 172315K 172215 180506 I181315K 九州
WSM384 172317K 172217 180517 G181325K 名古屋
WSM385 ［180401K］ ［180301］ ［181001］ I181801K 佐伯
WSM386 ［180603K］ ［180503］ ［181203］ G182003K 東京（中島飛行機）
４月19日
73PSM3 182115K 182015 190315 S191053K 名古屋
WSM387 182306K 182206 190506 S191623K 玉島三菱航空機工場
73NM2 ［190441K］ ［190341］ ［191041］ S191841K 厚木飛行場
WSM388 ［190734K］ ［190634］ ［191334］ G192134K 佐世保海軍基地
WSM389 ［190734K］ ［190634］ ［191334］ S192134K 神戸


































































































































































































































































































































































































































































WSM390 ［200027K］ ［200427］ ［201127］ S201427K 玉島
WSM391 ［200535K］ ［200435］ ［201135］ S201935K 佐伯市街地
WSM392 ［201020K］ ［200920］ ［201620］ G210020K 東京
４月21日
WSM393 202305K 202205 210505 G211555K 佐世保ドック
WSM394 中止 S211952K 沼津飛行場
3PRM152 210607K 210507 211207 G212015K 九州飛行場−呉
3PRM153 210605K 210505 211205 G212005K 九州飛行場
WSM395 ［210553K］ ［210453］ ［211153］ G211953K 大分飛行場
４月22日
WSM396 ［212350K］ ［212250］ ［220550］ G221350K 神戸
3PRM154 220001K 212301 220601 G221530K 舞鶴−青森
3PRM155 220204K 220104 220804 G221946K 下関海峡−九州飛行場
3PRM156 220257K 220157 220857 G221806K 京都−興津
3PRM157 220252K 220152 220852 G221925K 伊良湖−川崎
3PRM158 220222K 220122 220822 S221357K 沼津−東京
WSM397 220623K 220523 221223 G221953K 神戸
WSM398 220607K 220507 221207 G222110K 大分
４月23日
WSM399 222329K 222229 230529 G231250K 大分
WSM400 ［230625K］ ［230525］ ［231225］ G232025K 大分飛行場
WSM401 ［230550K］ ［230450］ ［231150］ G231950K 沼津駅構内
４月24日
WSM402 232319K 232219 240519 G241324K 徳山
WSM403 ［240644K］ ［240544］ ［241244］ G242044K 佐伯
WSM404 ［240504K］ ［240404］ ［241104］ G241904K 横浜ドック



































































































































































































































































WSM405 ［250030K］ ［242330］ ［250630］ G251430K 済州島
WSM406 ［250650K］ ［250550］ ［251250］ G252050K 立川
WSM407 ［250615K］ ［250515］ ［251215］ G252015K 玉島
４月26日
WSM408 260135K 260035 260735 G261707K 宇部曹達工場
3PRM159 ［260105K］ ［260005］ ［260705］ G261505K 九州の飛行場
3PRM170 中止 G261146K 九州の飛行場
WSM409 ［260715K］ ［260615］ ［261315］ G262115K 浜松
WSM410 ［260737K］ ［260637］ ［261337］ G262137K 済州島
４月27日
WSM411 262326K 262226 270526 G271704K 大島石油備蓄地
3PRM171 270335K 270235 270935 G271950K 九州の飛行場
WSM412 270638K 270538 271238 G272100K 神戸
WSM413 270602K 270502 271202 S271941K 済州島
４月28日
WSM414 272323K 272223 280523 G281301K 佐賀関精錬所
WSM415 ［280457K］ ［280357］ ［281057］ G281857K 東京
WSM416 ［280644K］ ［280544］ ［281244］ S282044K 宮崎飛行場
WSM417 282256K 282156 280444 G291152K 済州島
3PRM172 中止 G281453K 九州の飛行場
3PRM173 280250K 280150 280850 G281755K 九州
3PRM174 280239K 280139 280839 G281526K 東京−名古屋
４月29日
WSM418 290635K 290535 291239 G292250K 和歌山
WSM419 ［290505K］ ［290405］ ［291105］ G291905K 立川航空機工廠
WSM420 292300K 292200 300500 G301400K 呉海軍基地
3PRM175 ［290251K］ ［290551］ ［291251］ G291651K 東京
3PRM176 ［290626K］ ［290526］ ［291226］ G292000K 名古屋−京都−呉−岡山
3PRM177 ［282126K］ ［282026］ ［290326］ G291126K 東京
3PRM178 ［290450K］ ［290350］ ［291050］ G291850K 名古屋−大阪
3PRM179 中止 G300445K 九州の飛行場
４月30日
3PRM180 300215K 300115 300815 G301655K 九州の飛行場
3PRM181 300159K 300059 300759 G301935K 立川−横須賀他
3PRM182 300425K 300325 301025 G301835K 立川−東京の工廠
WSM421 ［300617K］ ［300517］ ［301217］ G302017K 枕崎飛行場
WSM422 ［300605K］ ［300505］ ［301205］ G302005K 神戸
注： K はマリアナ時間を表し，日本時間は K マイナス１時間である。日本到着予想時刻は出撃時刻に７時間をプラスして
いる。元資料に出撃時刻の記載がない場合は，帰還時刻から B-29の平均的な往復時間である14時間をマイナスして出
撃時刻を推定した。その場合は［　］に入れて示してある。
（出所）「作戦要約」より作成。
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ば，WSM418～419の２機，3PRM175～179（た
だし，179は中止）の４機，計６機が来襲した
ことになっている。日誌の警戒警報の対象に
なったのは，WSM419（立川航空工廠）であろ
うか。
　　『朝日新聞』は，少数機についてめずらしく
詳細な記事を掲載し，「廿九日九州地区に来襲
した B29の内一機は午前九時過ぎ九州から東
進，萩附近から岡山方面へ東南進し同十時神戸
を経て京都北方に至りまた別の一機は九時頃高
知西方から侵入，尾ノ道，阪神地区などを経て
十時半頃二機とも東海軍管区に進出したが何れ
も投弾なし，また午前八時半頃四国西南端附近
へ PB4Y 一機が超低空で侵入，約三十分間に
亙つて西南洋上を旋回，東方洋上に脱去，さら
に午後一時過ぎ B29一機は紀伊水道を北上，明
石から裏日本に向け反転して再び本土を横断南
下し，午後二時紀伊半島の西岸から南方洋上に
脱去，帰途和歌山附近に投弾した」と報じた。
四月三十日
（182）午前市役所に出頭，空腹を感じたので十一時
にはまだ少しまのある頃昼食の箸をとりつつあると
き，南方に当つて敵機らしい急降下音に続いて連続
数十発の炸裂音に戸硝子がこの辺でもガタつく。箸
を置いて外に出て見ると南方に当つて黒烟濛々。果
して出し抜けに敵機がやつて来て爆弾を投下したの
だつた。天は晴れて居るが天候の工合で敵機の影は
見られないし警報も情報も一切出てゐない。全くの
不意打ちだ。四月十五日小池へ投弾した時と同様，
天候を利用し発動機を止めてでも侵入したものと見
へる。空襲警報が発令されたのはそれより約五分も
たつてからの十一時三十分頃。情報によると豊橋上
空に敵大型四機が旋回中だといふ。其後も一二回爆
弾の炸裂らしい音が聞へるのでまだ上空に敵機が居
るらしい。
十時五十二分，豊橋地方を襲うた敵四機が逐次南方
へ脱去中だといふ。十一時二十分，空襲警報解除さ
れ続いて十分後には警戒警報も解除を見た。
投弾されたのは何処であらう。高師方面らしくもあ
るが向山附近だといふ人もある黒烟りが其後も昇つ
として連日のように行われていた。
　　27日の少数機については，豊橋地方には警戒
警報は発令されなかったが，米軍資料（第44
表）によれば，気象観測爆撃機 WSM411～413
の３機，写真偵察機3PRM171，１機，計４機
が来襲したことになっている。
　　28日は，日誌によれば９時45分に警戒警報が
発令された。志摩半島を北進，その後，東北進
して名古屋に侵入，さらに静岡方面へ進んだ。
この機は瀬戸附近で旋回して名古屋へ再侵入し
たが，再び東進した。その結果，10時20分に警
戒警報は解除された。
　　米軍資料（第44表）によれば，この日は気象
観測爆撃機 WSM414～417の４機，写真偵察機
3PRM175～179（ただし，172は中止）の４機，
計８機が来襲したことになっている。日誌の警
報の対象になったのは WSM415（東京）また
は3PRM174（東京−名古屋）のいずれかであ
ろう。『朝日新聞』は，九州航空基地の爆撃の
一方で「天草方面および大分県下に各一機が侵
入し，その一機は大分県下の沖合で漁船に対し
超低空から銃撃を加えた」と報じたのみであ
る。
四月二十九日
（181）午前十時三十分，町の用事で他家にあつて警
戒警報の発令を聞いた。急いで帰宅。徐々に聞く情
報で侵入の敵は二機。其内一機が四日市附近を東進
中だといふ。間もなくこの敵機は知多半島の上空を
経て市の南方に現はれやがて東南さして洋上に出て
脱去するらしい。姿は見えないが曵いた飛行雲が弧
を描いて居る。他の一機は鈴鹿峠から東進名古屋を
経て鳳来寺山，浜名湖北方，秋葉山，静岡を経て関
東地区へ侵入したので十一時警戒警報の解除を見
た。
［解説］29日は10時30分に警戒警報が発令された。
来襲機は２機で，１機は四日市附近を東進し知
多半島を経て洋上へ，他の１機は名古屋を経て
東進し関東地区へ侵入した。その結果，11時に
警報解除となった。米軍資料（第44表）によれ
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の10であったため，大半の機はそこから左に旋
回し，富士山上空を通過して浜松方面へ向かっ
た。この結果，第1目標を爆撃できたのは７機
で，第２目標の日本楽器を爆撃したのは９機，
レーダー第１目標の浜松市街地は55機であっ
た。この他，浜松地域では８機が臨機目標とし
て浜松飛行場を爆撃した。また，５機が同じく
臨機目標として豊橋市に投弾した。投下時刻は
て居る処を見ると，火災が発生したかとも思はれる
が昼間のこと故大したことはあるまい。
［解説］30日は，10時52分いきなり「敵機らしい
急降下音に続いて連続数十発の炸裂音に戸硝子
がこの辺でもガタつく」「外に出て見ると南方
に当つて黒烟濛々」といった状況であった。警
戒警報は発令されておらず，「空襲警報が発令
されたのはそれより約五分もたつてからの十一
時三十分頃」で，空襲警報は11時20分，警戒警
報は同30分に解除された。
　　実はこの日，第 XXI 爆撃機集団の作戦任務
No.126（第61図）が実施され，第73，313，314
航空団の106機が立川陸軍航空工廠を第1目標，
浜松の日本楽器製造を第２目標，浜松市街地を
レーダー第１目標として出撃した。立川陸軍航
空工廠は，陸軍の主要な航空工廠で，機体やエ
ンジンの生産などを行っていた。日本楽器は，
尼崎の住友金属工場のプロペラ製造所と並ぶ２
大プロペラメーカーの一つであった11）。
　　飛行コースは，伊豆半島先端から二方向に分
かれて目標に向かったが，目標上空は雲量10分
　 　
11）この空襲については，拙稿「1945年４月30日と５月19日の浜松空襲」『空襲通信』第10号，2008年を参照されたい。
第61図：４月30日の作戦任務No.126の飛行
コース
（出所）「作戦任務報告書」No.126.
第62図：４月30日の浜松地域の焼失図（斜線部）
（出所）「作戦任務報告書」No.126.
51
地域政策学ジャーナル，第10巻
わざで炸裂の瞬間，高師だなと思つた通り，被害現
場は予備士官学校から兵器補給廠を狙ひ，六七十発
の爆弾を投下したといふ。この方面で関係者は福岡
学校に義弟の兵衛が居り，士官学校に経済係の今井
君，補給廠に組の中村君が居る筈なので，所々聞き
合せた処，三人とも無事なことが分り，先づ先づ一
安心といふ処。それに昨日は靖国陣社の春季大祭
で，各部隊は陸軍墓地に参拝，業を休んでゐたので
ここにも不意をつかれた様がはつきり見へる。
然し，投弾の多かった割に損害は至つて少なく，士
官学校の砲兵隊の豊秋葉神社の傍に落下したやつ
で，兵四人即死，九人負傷。学校本部と補給廠との
間の道路へも一発落ち，附近の硝子を粉砕した。ま
た，騎兵隊だつた方の補給廠倉庫にも落ち，多少の
損害があつたが，勤労奉仕の学童に被害なく，補充
馬廠にも落ちたとの噂あり（第63図参照），小松，
北山など接近した地方にも被害があったらしい様子
だが詳しいことは分らない。
［解説］日誌によると「道聴塗説の範囲を出てな
い」としながらも，「被害現場は予備士官学校
から兵器補給廠」で「六七十発の爆弾を投下し
た」としている。士官学校とは，豊橋第一陸軍
予備士官学校のことである。1939年に現愛知大
学にあった豊橋陸軍教導学校内に豊橋陸軍士官
学校が設置されたが，翌年，教導学校は同市西
日本時間の10時22分～10時54分，高度は17,800
～21,500フィートであった。浜松地域に投下さ
れた爆弾のうち，浜松市街地に500lb 一般目的
弾，M-64，1,655発（406トン），同じく日本楽
器に179発（45トン），浜松飛行場に104発（26
トン）などを投下した。
　　浜松への投弾は広範囲に分散したが，浜松駅
の南側と北側にそれぞれ広範囲な焼失地域（斜
線で囲まれた部分）（第62図）が見られる。こ
の爆撃で浜松地域では885人の死者を出し，全
焼・全壊家屋3,488戸であった12）。
　　豊橋を爆撃したのは第313航空団隷下の504爆
撃群団の５機であった。その飛行コースは，第
61図の ─×─ のラインで示される。この５機
は伊豆半島の先端を通過後，駿河湾を横断して
静岡の東から上陸するものの，途中から左旋回
して，第１目標に向かわず西進して豊橋方面へ
向かい渥美半島から洋上に抜けた。この時，豊
橋市に投下されたのは「日本本土爆撃詳報13）」
によれば，M-64，81発（24トン），『豊橋市戦
災復興史』によれば，着弾地点は山田町と南栄
町で８人の死者を出した。実は，この作戦には
４機の P-51が護衛についたようである14）。『朝
日新聞』は，「P51は平塚，厚木に攻撃を加え
相模湾から脱去」（1945年５月１日付）と報じて
いる。同日の少数機については米軍資料（第44
表）によれば，3PRM180～182の３機，WSM421
～422の２機，計５機が来襲したことになって
いる。
　　なお，B-29の４月30日の爆撃について日誌は
５月１日付で次のように記している。
五月一日
昨日出し抜けの空襲につきその被害の模様など一切
発表されないので，同じ市内に居ながら道聴塗説の
範囲を出てないが，敵機は午前中から関東地方に侵
入して居り，その帰途をこちらに紛れこんだ奴のし
第63図：陸軍教導学校とその周辺の地図
（出所）『最新豊橋市街地図』1939年より。
　 　
12）浜松空襲・戦災を記録する会（1973）『浜松大空襲』290～292頁。
13）『東京大空襲・戦災史』第３巻。
14）「作戦任務報告書」No.126に添付の野戦命令書参照。
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りである。「補給廠倉庫」は地図の陸軍倉庫，「補
充馬廠」は地図の左下に見える。さらに「北
山」は地図の右下の小松町の南側にある。日誌
によれば，現在の副門辺りで兵四人が即死，九
人が負傷した。
　　名古屋空襲を記録する会（1985）によれば，
投下弾数70，被害地域は豊橋市福岡校区南部一
円，予備士官学校附近で，死者15人としてい
る。また，太田幸一（2007）『豊橋軍事史叢話
（上巻）』は，「B29豊橋市山田町，南栄町に投
弾，罹災世帯43（死者８人）。この時豊橋第一
陸軍予備士官学校にも投弾，一個分隊全滅」と
記している。
　　参考までに第一予備士官学校時の校舎配置図
（第64図）を示す。1939年の地図と比較すると，
営内の歩兵学生隊は歩兵生徒隊，砲兵学生隊は
第１号から９号までの厩舎，騎兵学生隊は第１
から第４までの砲兵生徒隊舎及自習室となって
いる。また，陸軍教導学校本部は，歩兵砲兵生
徒隊本部などになっている。
　　従来，４月30日の豊橋第一陸軍予備士官学校
構内およびその周辺への爆撃，とくに，同構内
への爆撃についてはほとんど言及されてこな
かった。今後，更なる資料の発掘が望まれる。
 ＜次号につづく＞
口町に移転した。1943年，教導学校が廃止され
ると，その跡地に豊橋陸軍第二予備士官学校が
設立され，従来の町畑町の豊橋校は豊橋第一陸
軍予備士官学校に改称した。
　　この地域には日誌の筆者の関係者もいたが全
員無事であった。しかし，詳しいことはわから
ないとしながらも「士官学校の砲兵隊の豊秋津
神社の傍」「学校本部と補給廠との間の道路」「騎
兵隊だつた方の補給廠倉庫」「補充馬廠」「小松，
北山など接近した地方」などが被弾したようで
ある15）。
　　第64図の地図は，1939年の陸軍教導学校時代
のものである。「豊秋津神社16）」は，現愛知大
学豊橋校舎の副門を入ってすぐの松の木のある
こんもりとした場所，「砲兵隊」とは隣接する
地図上の陸軍教導学校砲兵学生隊と考えられ
る。「学校本部」は現在の愛知大学構内旧本館，
地図では陸軍教導学校本部で，「補給廠」は地
図の兵器部出張所および火薬庫（旧兵器廠）辺
　 　
15） 山田武麿は，４月30日「午前，砲廠にて砲身手入中，突如爆弾落下。一緒に居た小泉候補生は破片による創傷で入院」，
５月３日「今朝馬運動中，北山付近で先日爆撃された弾痕の大穴数ヶ所を見て，時局の逼迫を実感す」と記している
（高士会［1995］『嗚呼，豊橋』108頁）。
16） 1927年７月１日創立の豊橋陸軍教導学校の営内神社として1927年９月１日に建てられた。皇大神宮および明治神宮を主
神とする。1929年に開校記念式典挙行に際して豊秋津神社とした。1932年には戦病死者を合祀した。（本康宏史［2008］
「営内神社と地域社会」『国立歴史民俗博物館研究報告』第147集，287～288頁）。
第64図：豊橋陸軍教導学校校舎配置図
（出所）高士会『嗚呼，豊橋』1995年より。
